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　7 月 7 日 ( 月 )、総合文化センターで「上関町社会を明るくする運動推進大会」が開催され、更生保護
女性会や民生児童委員等の各団体や地域住民が参加しました。犯罪や非行を防止し、立ち直りを支えよう
とする運動で、大会では、保護司会の岩木和美さんより、町長へ法務大臣メッセージが伝達されました。
　また、元柳井保護区保護司会会長の岩政幸人さんによる「地域の輪が支える安全で安心なまちづくり」
と題した講話がありました。岩政さんは、昔勤めていた学校が荒れていた頃、ある生徒を上関の上盛山や
皇座山への山登りに誘い、更生の道へと導いたという体験談を紹介され、「上関というところは、素晴し
い自然の中で子供たちを育んでくれる場所です。」とうれしいコメントをいただきました。

　上関町遺族会の西山美子さん（白井田）
が、永年にわたる英霊顕彰・遺族福祉の向
上等の功績が認められ、6 月 26 日（金）
に山口市のホテルかめ福で行なわれた山口
県戦没者遺族大会において、一般財団法人山口県遺族連盟より表彰状が授与されま
した。
　西山さんは、「戦後 70 年という節目の年に、このように表彰していただき、大
変うれしく思います。」と受賞の喜びを語っておられました。

▲明石さんから植栽方法を学びました
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社会を明るくする運動推進大会

おめでとうございます

　今年も、上関東町の中通りに、きれいな七夕飾りがお目見えし、7月 7日（火）
に茶話会が行なわれました。この日は朝から雨。でも 10 時頃には上がり、お
客さんで賑わい始めました。会場ではお茶とわらび餅が振る舞われ、くじ引き、
遊休品や花の苗のプレゼントなど、盛りだくさんの企画が用意されました。「少

しでも皆さんが笑顔で楽しく過ごせるように、という
思いで開催しています。」と、主催の代表である加納
簾香さん。来年は 10 周年を迎えるそうで、いつもよ
りも規模を大きくしたいと張り切っておられました。

　7 月 8 日（水）、上関福浦バス回転場周辺で、上関小 6 年生及び上関中１
年生が、観光協会会員と一緒に町の花である「のじぎく」の苗 300 株の植
え付けを行ないました。年々少なくなっているのじぎくを増やそうと、観
光協会が企画したものです。
　初めに、苗を育てた室津の明石眞穗さんから、
のじぎくの特徴や植栽方法について説明を受け
た後、全員で花壇に苗を植えました。
　テレビのインタビューに、「町がきれいになる
ように、と願いながら植えました。」と郷土愛溢
れる思いで答えてくれた子供たち。その思いが、
秋に美しい花となって私達の目を楽しませてく
れることでしょう。

秋が楽しみです！ 町花「のじぎく」を植栽

七夕まつり
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◀園児たちも歌で盛り上げてくれました！
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▲室津地区クリーン作戦（地区住民） ▲城山歴史公園（有志の皆さん）

▲戦友の墓前に手を
　合わせる土橋さん

▲中の浦海水浴場（観光協会・中電）

■問い合わせ先　社会福祉法人　上関町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎62－0695

町がきれいになりました！

～上関いきいきサロン～

あれから 70年･･･　聖川丸戦没者慰霊法要

　夏休みや夏のレジャーシーズンを前に、町内各地で清掃作業が行な
われました。中の浦海水浴場では、海岸に打ち上げられたゴミや流木
などを撤去。室津地区では、地区住民が参加してそれぞれの地域を清
掃しました。城山歴史公園では、有志の皆さんによる草刈りが行なわ
れました。
　各地とも、見違えるほどきれいになりました。皆さんお疲れ様でした。

　上関町社会福祉協議会では、各地区のサロン活動を支援しています。
　7 月 9 日（木）、老人憩いの家で「上関いきいきサロン」を開催し
ました。ボランティアの藤井さんのご協力により、座ったままででき
る体操を行なったあと、参加者全員で上関大橋音頭を踊りました。踊
る機会が少ないためか、遠慮気味にしていた参加者の皆さんですが、
慣れてくると浴衣や法被を着て踊るほど楽しまれていました。
　久しぶりの踊りで盛り上がった後、レクリエーションで体を動かし、
お腹を空かせたところで、ボランティアさん手作りのちらし寿司とソ
ーメン、そしてデザートの甘夏ゼリーをおいしくいただきました。

　今から 70 年前の昭和 20 年 7 月 25 日、室津志田の沖合で、聖川丸がグラマン戦闘機からの攻撃
を受け、搭乗していた 17名の尊い命が犠牲となりました。亡骸は同地区の住民により手厚く葬られ、
17 名が眠る供養塔では、毎年命日に遺族や関係者、地元住民が慰霊法要を行なっています。今年も
25名が参列しました。
　今回は、搭乗員だった土橋進さんも数年ぶりに岡山から来町され、ご長女の粟井幸子さんと知人の
皆さん、戦死された西舘新義さんの甥である西舘新次さん、新三さん（福島県在住）ご兄弟とともに、
墓前に手を合わされました。
　実は、土橋さんは今年の 6 月に体調を崩され、今回の参列も無理だと思われたのですが、ご本人

の強いご意志により奇跡的に体調も回復、慰霊
法要への参列が叶ったとのこと。
今年は戦後 70 年という節目の年に当たります。
粟井さんは「戦争は絶対にいけない。いいこと
などひとつもない。私達は、後世の平和を願っ
て犠牲となった人々のことを、絶対に忘れては
いけません。」と涙ながらに語っておられました。

◀
可
愛
い
お
手
伝
い
さ
ん
も

各地区で月に１回いきいきサロンを
開催していますので、興味のある方、
参加されたい方は、お気軽に社会福
祉協議会までご相談ください。
















